
第１次静岡市水道事業中期経営計画の達成状況について　　平成１９年８月

１　事業概要

（１）事業名　

（２）管理者

（３）所在地

（４）職員数

（５）組織概要

２　業務量

（1）給水戸数 戸

（２）年間総給水量 ㎥

（３）１日平均給水量 ㎥

（４）主要な建設改良事業

３　財務状況

（１）損益計算書

　収入 円

　　水道料金 円

　　その他収入 円

　　　（内　一般会計基準内繰入金） （ 56,148,542 円　）

　支出 円

　　人件費 円

　　修繕費 円

　　委託料 円

　　減価償却費 円

　　企業債利息 円

　　その他 円

　特別利益 円

　当期純利益 円

172人

別表１のとおり

　水道事業の健全経営に向けて、平成１７年度から２１年度における具体的な事業計画を定め
た第１次静岡市水道事業中期経営計画の平成１９年３月３１日現在の達成状況について次のと
おり公表します。

水道事業

公営企業管理者　河野正也　（平成19年6月2日就任）

静岡市清水区旭町6-8

　　　　　管網整備　３０，８２４ｍ

　　　　　経年管布設替等　１２，１９０ｍ

246,766

　　　　　静岡・清水送水施設整備事業

　　　　　門屋浄水場急速ろ過施設建設事業

　　　　　和田島浄水場膜ろ過施設建設事業

2,086,935,806

10,663,568,719

10,383,124,496

9,163,482,588

952,125,458

280,444,223

1,583,879,948

866,017,907

2,220,594,878

1,453,928,591

2,005,272

1,502,091,403

269,787

90,069,667
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（２）貸借対照表

　資産 円

　　固定資産 円

　　流動資産 円

　負債 円

　　退職給与引当金 円

　　修繕引当金 円

　　流動負債 円

　資本 円

　　自己資本金 円

　　借入資本金 円

　　資本剰余金 円

　　利益剰余金 円

４　一般会計等の関与

（１）国庫補助金 円（高度浄水施設整備事業補助金等）

（２）負担金 円（他事業関連工事負担金等）

（３）繰入金 円

　　うち基準内繰入 円（消火栓設置工事等負担金等）

　　うち基準外繰入 円（藁科・小河内整備事業等補助金等）

５企業債残高

（１）企業債 円(平成１８年度末未償還残高）

６職員数の状況

（１）職種別職員数

（２）職員数の推移

　　　平成16年度末

　　　平成17年度末

　　　平成18年度末

612,111,353

1,001,925,369

91,911,808,823

78,482,517,539

17,537,620,264

5,560,685,714

1,815,771,403

88,482,000,698

24,366,947,047

41,016,747,673

13,429,291,284

3,429,808,125

別表２のとおり

正規職員178人、嘱託13人、計191人

正規職員172人、嘱託20人、計192人

正規職員172人、嘱託23人、計195人

215,854,000

108,144,858

124,852,705

98,524,705

26,328,000

41,016,747,673
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７職員給与の状況

（１）人件費率 ％

（２）職員給与費 1,541,486 千円

（３）職員平均給料 428,943 円（平均年齢 48.4才）

（４）職員手当

　　　地域手当 支給率６ ％

  　　期末勤勉手当

　　　　期末手当 ヶ月

　　　　勤勉手当 ヶ月

　　　　職務加算措置

　　　退職手当

　　　　勤続２０年

　　　　勤続２５年

　　　　勤続３５年

　　　　 高限度額

（５）公営企業管理者給料

８料金等の状況

（１）水道料金　葵区、駿河区 別紙３のとおり

（２）水道料金　清水区（蒲原地区除く） 別紙４のとおり

（３）水道料金　清水区（蒲原地区） 別紙５のとおり

（４）料金改定の推移

　①現行料金

　　（旧静岡市）平成１３年　４月１日　　改定率　　８．４８％

　　（旧清水市）平成　９年　４月１日　　改定率　２２．１５％

　　（旧蒲原町）平成１１年１０月１日　　改定率　１４．８０％

　②前回改定

　　（旧静岡市）平成　９年　４月１日　　改定率　１６．０５％

　　（旧清水市）平成　４年　４月１日　　改定率　２０．００％

　　（旧蒲原町）平成　９年　４月１日　　改定率　　２．００％

９事業評価等の実施状況

（１）業務指標

　　項　　目

①有収率（％） 85.9 86.0 86.2

②総収支比率（％） 122.2 110.1 116.4

③料金回収率（％） 120.1 107.5 114.4

④職員１人あたりの給水収益(円)

⑤自己資本構成比率（％） 50.7 51.4 51.6

⑥管路の耐震化率（％） 8.0 8.7

16.99

67,656,793 65,101,569 64,093,361

-

21.00　月分　　　　27.30 月分

33.75　月分　　　　42.12 月分

年間３．００

年間１．４５

47.50　月分　　　　59.28 月分

59.28　月分　　　　59.28 月分

役職により５％～２０％加算

　自己都合　　　　勧奨・定年

１７年度決算 １８年度予算 １８年度決算

月額 779,520円（条例額を４％減額）
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（２）評価結果

（３）評価結果の事業運営への反映状況

③料金回収率は、水道施設の維持管理費が増大する中で下降傾向にあるが、効率的な予算執
行により経費節減を図る。

④職員１人あたりの給水収益は、給水収益の減少に伴ない昨年度を下回ったが、定員管理計
画による職員削減により向上を図る。

②総収支比率は、水道施設の維持管理費が増大する中で下降傾向にあるが、効率的な予算執
行により経費節減を図る。

①１７年度有収率８５．９％が、１８年度は８６．２％となり０．３ポイント向上した。これは、漏水防
止対策事業等の効果があらわれたためである。

②総収支比率は１１６．４％で、前年に比べ５．８ポイント下がった。これは、委託料や減価償却
費の増加によるものである。

③料金回収率は、１１４．４％で、前年度に比べ５．７ポイント下がっている。これは、費用の増加
により給水原価が上がったためである。

④職員１人あたりの給水収益は、64,093,361円で前年度に比べ3,563,432円減少した。これは、
給水収益の減によるものである。

⑤自己資本構成比率は、５１．６％で前年度に比べ０．９ポイント上昇した。これは、企業債の償
還等により自己資本が増加したためである。

⑥管路の耐震化率は、前年度に比べ０．７ポイント上昇した。これは、ダクタイル耐震型継手等
の使用によるものである。

①有収率は、徐々に向上しているが、他の政令市と比べて低い率であるため、今後も漏水防止
対策、老朽管の布設替により無効水量の減少の努力する。

⑤自己資本構成比率は、利益剰余金の資本充当により着実に上昇している。

⑥管路の耐震化率が低率であり、継続して耐震管へ布設替により耐震化を図る。
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１０民間的経営手法の導入状況

（１）民間委託

１１その他経営基盤強化への取組状況

区　　　分 内　　　容

中期経営計画の策定 　計画期間：平成１７年度～平成２１年度の５年間

　目標値：（人件費の削減）平成１７年４月１現在の正規職員数

　　　　　１７５人を平成２２年４月までに１６２人とする。

　　　　　１３人削減、削減率７．４２％

　　　　　（有収率の向上）平成１６年度末決算値85.2％に対し、

　　　　　２１年度度末の目標を87.8％とする。

１２経費節減等の取組による効果額

区　　　分 内　　　容

　旧清水市区域の受水槽以下検査手数料が事務の一元化に

　より有料化し、18年度は、２,０９１千円増収となった。

退職時特別昇給廃止 　退職時特別昇給廃止により、人件費３,４３０千円、年末年始

年末年始手当の廃止 手当の廃止により、１３１千円の節減が図られた。

　給与改定△２.０２％により人件費２６,９１５千円の節減が図

られた。

建設コストの縮減 　建設コストの縮減により、４４９,１１５千円の節減が図られた。

　高利の企業債の借換により、８,９５０千円の節減が図られた。

給与改定による給与費の削減

公営企業借換債の活用

受水槽以下検査手数料の一
元化

    門屋浄水場急速ろ過施設の供用開始に伴ない、運転管理業務を委託化した。

5



［用語解説］

●自己資本構成比率：自己資本金と剰余金の合計額の負債・資本合計額に対する割合。
この値は高いほうが財政的に安全といえる。
政令市17年度平均は、５２．９７

●管路の耐震化率：管路のうち、耐震性のある材質と継手（管の接続部）に構成された管路延
長の総延長に対する割合。
政令市1７年度平均は、１３．８

●料金回収率：供給単価の給水原価に対する割合を示す。経営状況の健全性を示す指標の
１つ。
政令市1７年度平均は、９７．７８

●職員１人あたりの給水収益：損益勘定職員１人あたりの生産性について給水収益を基準とし
て把握するための指標
政令市1７年度平均は、５７，９３４千円

●有収率：有収水量（年間の料金収入の対象となった水量）の年間配水量に対する割合。
政令市1７年度の平均は、９０．６

●総収支比率：総収益の総費用に対する割合を示す。この値は１００以上であることが望まし
い。
政令市1７年度平均は、１０６．６５

●繰入金：地方公営企業法第１７条の２、第１７条の３に基づいた一般会計から繰入金。なお
「基準内繰入」とは、総務省通知「地方公営企業繰出金について」に基づくもの。
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別紙　１

総務担当

経理担当

20 人 水道企画室

管理担当

料金担当

15 人 業務担当

（内水道会計支弁職員11人）

計画担当

建設第１担当

242 人 41 人 建設第２担当

建設第３担当

局長　1人 建設第４担当

局付参与１人

部長１人

管理担当

・水道支弁職員　 195 人 修理担当

（内訳） 25 人 維持第１担当

正規職員 172人 維持第２担当

嘱　　託 (23)

管理担当

与一配水場

38 人 南安倍配水場

清水谷津浄水監理室

浄水担当

施設担当

水質第１担当

水質第２担当

13 人

検針担当

精算担当

47 人 下水道担当

設備審査監理室

（内水道会計支弁職員28人） 給水装置担当

排水設備担当

駿河上下水道サービス担当

検針担当

精算担当

28 人 下水道担当

設備審査監理室

（内水道会計支弁職員16人） 給水装置担当

排水設備担当

蒲原水道サービス担当

管理担当

施設担当

12 人

（平成19年3月31日現在）

水道総務課

営　業　課

  水  道  部  行  政  機  構  図

(内嘱託2人）

静岡上下水道
サービス課

(内嘱託6人）

(内嘱託2人）

公営企業管理者 企業局 水道部 水道建設課

(内嘱託2人）

(内嘱託2人）

(内嘱託2人）

(内嘱託8人）

(内嘱託1人）

清水上下水道
サービス課

簡易水道課

水道維持課

水道施設課

水質管理課

７



別紙　２

平成１９年３月末現在水道事業職員の内訳は次のとおりである。

 　　　　　　　　　管　理　者（企業局長）　　１人（特別職） 局付参与（事務吏員）　　　１人 水道部参与（事務吏員）　　１人

 　　　　　　　　  水道部長　（事務吏員）　　１人 水道部理事（水道総務課長兼務）　（事務吏員）　　１人 水道部参与（技術吏員）　　２人

  （単位　　人）

嘱 再 合
事

課監 副 統室 統副 主 主主 主 主 課監 副 統室 副 主 主技 技 主水 主ポ 主運 主 主副 技 小
業 長理 参 括長 括主 任事 事 任 長理 参 括長 主 任師 師 任道 任ン 任転 任 任主

・室 事 主・ 副幹 主　 補 事 ・室 事 主・ 幹 技　 補   指   プ 自手 技 技任
別 参長 幹主 主　 査 事　 務 参長 幹主 査 師　   導   技 動  能 手技 手 託 用 計

事　 　幹 幹　 員 事　 　幹 　員 　師 車  士 　手 計
(1) (1) (1)
2 2 2 10 1 1 18 2 20

2 1 2 2 4 11 11
(1) (1) (1)

1 1 1 5 4 2 8 11 1 1 4 39 2 41
(0)

1 1 3 2 1 1 1 3 8 2 23 2 25
(1) (1) (1)

1 2 6 5 2 7 3 4 30 8 38

1 5 2 3 1 12 1 13

3 2 4 1 3 1 2 2 1 2 1 22 6 28
(1) (1) (1)
3 1 1 2 2 1 1 1 1 1 14 2 16

(2) (2) (4) (4)
9 0 5 10 17 13 1 0 24 0 14 9 20 19 2 2 0 0 3 18 3 169 23 0 192

 （注）１（　）内数字は再掲　理事（課長事務取扱）をいう。

清水上下水道
サービス課

 　区　　　分 吏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　員

事  務  吏  員 技  術  吏  員

任

水
　
道
　
事
　
業

 水道総務課

 営業課

 水道建設課

 水道維持課

 水道施設課

 水質管理課

小　　計

静岡上下水道
サービス課

職

名

別
課

別

８



別紙　３

静岡市水道料金表 葵区・駿河区

口径 基本料金 使用水量 料金

１３ミリメートル ４３０．５０円 １０立方メートルまでの分 ６７．２０円

２０ミリメートル ４３０．５０円 １０立方メートルを超え２０立方メートルまでの分 １２０．７５円

２５ミリメートル ６９３．００円 ２０立方メートルを超え５０立方メートルまでの分 １６０．６５円

４０ミリメートル ２,１６３．００円 ５０立方メートルを超え１００立方メートルまでの分 １８６．９０円

５０ミリメートル ３,２０２．５０円
１００立方メートルを超え５００立方メートルまでの
分

２０６．８５円

７５ミリメートル ８,０１１．５０円 ５００立方メートルを超える分 ２２０．５０円

１００ミリメートル １３,６３９．５０円

１５０ミリメートル ２９,８４１．００円

基本料金（水道メーターの口径別） 従量料金（使用水量１立方メートルにつき）

９



別紙　４

静岡市水道料金表 清水区（蒲原地区を除く）

　家　事　用 　業　務　用

水量１０立方メートルまで ６８２．５０円 水量１０立方メートルまで ７５６．００円

使用水量 料金 使用水量 料金
１０立方メートルを超え２０立方
メートルまで

１１５．５０円
１０立方メートルを超え２０立方
メートルまで

１３６．５０円

２０立方メートルを超え５０立方
メートルまで

１３６．５０円
２０立方メートルを超え５０立方
メートルまで

１６２．７５円

５０立方メートルを超え１００立方
メートルまで

１５７．５０円
５０立方メートルを超え１００立方
メートルまで

１８９．００円

１００立方メートルを超え５００立
方メートルまで

１８３．７５円
１００立方メートルを超え５００立
方メートルまで

２２０．５０円

５００立方メートルを超える分 ２１０．００円 ５００立方メートルを超える分 ２４６．７５円

　日本平観光地給水用 　船舶給水用

水量１０立方メートルまで １，５３３．００円 水量１５立方メートルまで ４，５６７．５０円

使用水量 料金 使用水量 料金
１０立方メートルを超え１，０００立
方メートルまで

２０４．７５円 １５立方メートルを超えるもの ３０４．５０円

１，０００立方メートルを超えるも
の

２５２．００円

　大口口径施設特別使用料金

口径 料金

４０ミリメートル ２，５２０．００円

５０ミリメートル ６，３００．００円

７５ミリメートル １２，７０５．００円

１００ミリメートル ２５，６２０．００円

１５０ミリメートル ４４，８３５．００円

２００ミリメートル ８３，３７０．００円

基本料金 基本料金

超過料金（使用水量１立方メートルにつき） 超過料金（使用水量１立方メートルにつき）

基本料金 基本料金

超過料金（使用水量１立方メートルにつき） 超過料金（使用水量１立方メートルにつき）
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別紙　５

静岡市水道料金表 蒲原地区

　一　般　用 　臨　時　用

水量１０立方メートルまで ８４０．００円 水量１０立方メートルまで
２，６２５．００

円

使用水量 料金 使用水量 料金
１０立方メートルを超え２０立方
メートルまで

１０５．００円 １０立方メートルを超える分 ２６２．５０円

２０立方メートルを超え５０立方
メートルまで

１１５．５０円

５０立方メートルを超え１５０立方
メートルまで

１３６．５０円

１５０立方メートルを超える分 １５７．５０円

　メーター使用料金

口径 料金

１３ミリメートル ５２．５０円

２０ミリメートル １０５．００円

２５ミリメートル １２６．００円

３０ミリメートル １７８．５０円

４０ミリメートル ２１０．００円

５０ミリメートル １，４７０．００円

７５ミリメートル １，６８０．００円

１００ミリメートル ２，１００．００円

基本料金 基本料金

超過料金（使用水量１立方メートルにつき） 超過料金（使用水量１立方メートルにつき）
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